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95%CI；3.01, 1.53 – 5.93),年齢(1.04,1.01-1.08),脳血管疾患の既往
(1.73,1.05-2.86),PMMT(1.19, 1.05 – 3.46),MWST(1.81, 1.01 – 3.24)
が 1 年間の死亡発生と有意に関連していた.本研究で死亡との関連が明ら
かになった PMMT と MWST は,介護現場で行う簡易な摂食嚥下評価として導
入することで,ケアプランを見直すきっかけとなり,本人の望むケアや専
門家と連携した支援に繋がる可能性がある.結論として,PMMT と MWSTは死
亡発生を予知することが可能であり,終末期ケアプランを見直すきっかけ
に有効な日常観察評価として有用である可能性が示唆された. 
